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はじめに 
 

麻しんは、感染力が非常に高く、空気感染するため、ひとたび発生すると保育

園・幼稚園・学校などの人が集まる施設や公共の交通機関などにおいて、流行が

急速に広まりやすく、免疫のない人が感染するとほぼ１００％発病し、重症化す

るおそれのある疾患です。特別な治療法のない疾患ですがワクチン接種により発

症の予防や重症化を防ぐことが可能なため、予防接種による予防を図ることがと

ても重要になります。 

 

 我が国においては、平成27年3月27日、世界保健機関西太平洋地域事務局より

麻しん排除状態にあることが認定されました。その後も麻しん排除状態を維持す

ることを目標としております。平成１９年１２月「麻しんに関する特定感染症予

防指針」を策定し、平成20年には11,013件あった麻しんの報告数も、平成23

年には442件と着実に減少し、高等学校や大学等における大規模な集団発生は見

られなくなってきたところです。このような状況を受け、この指針は平成２４年

１２月に一部改正され、平成27年度までに麻しんの排除を達成し、世界保健機関

による麻しん排除達成の認定を受け、かつ、その後も排除状態を維持することを

目標とし、新たな方向性を示すこととなりました。 

 

 また、県では平成１８年度に「県内麻しん患者０（ゼロ）」を目指す「千葉県

麻しん対応指針」を定め、積極的に推進するため、「千葉県麻しん対応マニュア

ル」を策定し、また平成20年にはマニュアルの一部改正とともに「千葉県麻しん

対策会議」を設置し、積極的に麻しん対策を推進してきました。 

 

 そこで、本市では市域に限らず広い区域における発生情報を共有する必要があ

ると考え、県と足並みを揃えて麻しん対応策を実施するため、平成19年5月に

「船橋市麻しん対応マニュアル」を策定、また「麻しんに関する特定感染症予防

指針」に基づき、平成2３年４月にマニュアルの一部を改正し、医療機関、保育

園、幼稚園、学校等を始めとする各関係機関の協力を得て、麻しんの感染拡大防

止を図ってまいりました。 

 

麻しんは、海外の多くの国で患者が発生しております。2020年から新型コロ

ナウイルス感染症により制限されてきた国際的な人の往来が徐々に増加し、海外

からの輸入症例を契機とした国内における感染伝播事例が報告されています。 

今後とも、麻しんの排除状態を維持するため、「麻しんに関する特定感染症予防

指針」に基づき、麻しん対策の推進に努めてまいります。 

 
 

 



【麻しん患者発生状況の把握の流れ】 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

学校等 
・学校等報告用紙による報告 

医療機関 
・感染症法第１２条第１

項の規定に基づき、発生

届の提出、患者調査票の

記入依頼、報告 

・検査診断用検体の採取

及び麻しん検査票の記入 
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患者情報の把握・疫学調査・関係機関への情報提供 

感染拡大防止のための助言、指導等 

ふなばし感染症情報で発生情報をホームページに掲載※毎週金曜日更新 
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【用語解説】 

学 校 等 
市内における公・私立の小学校、中学校、特別支援学校、高等学校、大

学・専修学校、保育園、幼稚園、児童福祉法第７条の児童福祉施設 

学校等主管課 保育運営課、教育委員会保健体育課 

終  息 
最後の麻しん患者と他の児童等との最終接触日から、４週間新たな麻

しん患者の発生が見られないこと。 

 

 

【関係機関連絡先一覧】 

機 関 名 電  話  番  号 Ｆ Ａ Ｘ 番 号 

船橋市医師会 ０４７－４２４－４７７１ ０４７－４２３－７１３１ 

船橋市保育運営課 ０４７－４３６－２５００ ０４７－４３６－３２１５ 

船橋市教育委員会保健体育課 ０４７－４３６－２８７４ ０４７－４３６－２８７７ 

船橋市健康部健康づくり課 ０４７－４０９－３８３６ ０４７－４０９－２９３４ 

船橋市保健所健康危機対策課 ０４７－４０９－２８６７ ０４７－４０９－６３０１ 
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